　特定非営利法人　ソラノワ設立趣旨書

１　趣　旨
富士山静岡空港は、平成21年6月4日に開港し6周年を迎える。現在、空港ターミナルの増築、オフサイトセンターの建設、国際便エアラインの増便、など国内外をつなぐ観光や物流の拠点であると同時に、人々の交流や情報発信、静岡県における防災拠点、地域活性化の拠点として一層の発展が期待されている。
　富士山静岡空港は、地域のシンボル的な存在であり、地域の活性化に活かすことのできる地域資源である。また、富士山静岡空港の周辺も、大井川流域の豊かな自然、景観、日本茶の聖地ともいえる牧之原大茶園、幕末志士の歴史などの魅力にあふれている。
　「ソラノワ」とは「空の輪/和」を意味し、富士山静岡空港から、人の輪、地域の輪、さらには国の輪が広がっていくように、空港がつなぐ交流の輪と和をイメージしている。富士山静岡空港で集い、交流、発信、飛躍することにより富士山静岡空港とともに地域みんなが元気になることをめざし、平成23年に有志により「ソラノワ実行委員会」を発足させた。
　また、この「ソラノワ」は、地域や特定の組織の枠を超えた交流や連携の姿であり、メンバーの強みを持ち寄って集まり大きな輪に広がっている。「ソラノワ」は、静岡空港運営を担う地域の一翼として今後も力強い成長を目指している。

NPO法人化することで、「富士山静岡空港」を地域から支える組織また「富士山静岡空港」と地域をつなぐコーディネーター役を担う組織として、「運営体制強化」「企画・提案力強化」「事業遂行能力の充実強化」「事業運営力の強化」を目指す。
２　申請に至るまでの経過（別紙参照）
平成23年8月　任意団体設立準備委員会開催　　　　平成24年1月　任意団体設立
平成24年～平成27年　ソラノワマーケット・ソラノワカフェ開催

平成24年～空の日・開港記念日　協力事業

平成25年　空港利用促進・地域連携事業「富士山静岡空港から行くアンコールワットの旅～有森裕子がカンボジアの魅力を語る」開催

平成26年～空港周辺環境整備事業開始：やぎと除草活動開始　国立てんかんセンター・麻機遊水地

・TOKAIメガソーラー・空港道路。

平成26年10月　発起人会開催　

平成26年11月平成27年1月・2月・4月　特定非営利活動法人化のための勉強会開催

平成27年5月　設立総会開催

平成27年9月30日　NPO登記
以降　空港地域観光に連携して活中
平成　29年　5月　19日
特定非営利活動法人　ソラノワ
設立代表者　住　所　静岡県島田市船木3184-1
氏　名　紅林　眞実
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